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(57)【要約】
【課題】温水モジュールで加熱された水又は蒸気を、浄
水器の本体の内部で排出できる浄水器を提供する。
【解決手段】本発明の浄水器100は、供給された水を加
熱する温水モジュール120を内部に設けた本体110と、上
記温水モジュール120に供給された水が加熱され、流出
する水又は蒸気の移動経路を与える加熱管150と、上記
本体110に取り付けられ、上記加熱管150から流出する水
又は蒸気を一時的に貯蔵する貯蔵手段160とを含む。こ
の浄水器100によれば、温水モジュール120で加熱された
水を本体110の内部で排水させることができるため、排
水される水を貯蔵する別途の装置を必要とせず、浄水器
100の設置が簡単で、加熱された水を処理する排水施設
がない空間にも設置でき、設置場所の制約がないという
効果が得られる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給された水を加熱する温水モジュールが内部に設けられた本体と、
　前記温水モジュールに供給された水が加熱され、流出する水又は蒸気の移動経路を与え
る加熱管と、
　前記本体に取り付けられ、前記加熱管から流出する水又は蒸気を一時的に貯蔵する貯蔵
手段と、を含む浄水器。
【請求項２】
　前記貯蔵手段は、
　前記加熱管から流出する水又は蒸気を貯蔵できる内部空間が形成された貯蔵部と、
　前記本体の内部に位置し、前記加熱管と連通し、前記加熱管から流出する水又は蒸気を
前記貯蔵部に導くように前記貯蔵部に連通された流通部と、を含んでいることを特徴とす
る請求項１に記載の浄水器。
【請求項３】
　前記流通部は、前記本体の内部に引出／引込自在に構成され、
　前記貯蔵部は、前記流通部を介して前記本体に取り付けられることを特徴とする請求項
２に記載の浄水器。
【請求項４】
　前記流通部の底面は、前記貯蔵部側に下向きに傾くことを特徴とする請求項２に記載の
浄水器。
【請求項５】
　前記流通部の側壁は、前記貯蔵部の側壁より高く形成されることを特徴とする請求項２
に記載の浄水器。
【請求項６】
　前記本体の外側に設けられ、温水が抽出される取水部をさらに含み、
　前記貯蔵部は、前記本体の外側の前記取水部の下方に配置され、取水時にこぼれる水を
一時的に貯蔵するトレイを含むことを特徴とする請求項２～５のいずれか１項に記載の浄
水器。
【請求項７】
　前記流通部は、前記トレイの一側に突出して形成されることを特徴とする請求項６に記
載の浄水器。
【請求項８】
　前記温水モジュールは、供給された水を内部空間に貯蔵して、加熱する温水タンクを含
むことを特徴とする請求項１に記載の浄水器。
【請求項９】
　前記温水モジュールは、瞬間加熱装置を含むことを特徴とする請求項１に記載の浄水器
。
【請求項１０】
　前記貯蔵手段は、前記本体の内部に設けたタンク部材を含むことを特徴とする請求項１
に記載の浄水器。
【請求項１１】
　前記タンク部材は、前記本体の一側で引出／引込自在に構成されることを特徴とする請
求項１０に記載の浄水器。
【請求項１２】
　前記タンク部材には、貯蔵された水の水位を前記本体の外部で確認できるように表示す
る水位表示部が設けられることを特徴とする請求項１０に記載の浄水器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浄水器に関し、より詳細には、温水モジュールで加熱された水又は蒸気を浄
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水器の本体内部で排水できる浄水器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、浄水器は、物理的又は化学的方法で水をろ過して、不純物を除去する装置で
あり、水道水を複数のフィルターにかけて浄水した後、冷温水を供給する。そのために、
浄水器に供給される原水である水道水は、浄水装置を経て浄水された後、温水タンク及び
冷水タンクに分割供給され、それぞれ加熱装置と冷却装置により、一定温度の冷温水に変
換され、供給可能な状態となる。また、浄水器は、冷温水の他にも加熱又は冷却されない
常温の浄水を貯蔵するタンクを別途に設け、常温の浄水を供給することもできる。
【０００３】
　ここで、図１は、浄水器に内蔵された温水タンク１０の構成を概略的に示した図である
。図１を参照すると、浄水器の温水タンク１０には、内部に収容された水を加熱するヒー
ター２０が設けられる。ヒーター２０により加熱された温水は、出水路３０を通じて抽出
され、抽出された温水は、浄水器の外側に設けられたコック４０を介して使用者に供給す
ることができる。
【０００４】
　また、温水タンク１０の一側には、温水タンク１０の内部への水供給を調節する弁６０
を設けることができる。
【０００５】
　一般的に、ヒーター２０は、温水タンク１０に収容された水を９０℃以上に加熱するが
、このとき、温水タンク１０に収容された水が加熱されると、出水路３０を通じて流出す
ることがあるため、温水タンク１０の上部には加熱管５０が設けられる。これを通じて、
温水タンク１０で加熱された水又は蒸気は、加熱管５０を通じてタンクの外部に排出する
ことができる。
【０００６】
　一方、図２は、従来の浄水器１の加熱された水の排水構造を概略的に示したもので、従
来の浄水器１は、図２に示されるように、浄水器１の内部の温水タンク１０で加熱され加
熱管５０を通じて流出する水又は水蒸気を、シンク台や排水口などと連結されたドレン管
、又は浄水器１の外部に別途に設けたタンクや水筒６０に排水する構造を採用している。
【０００７】
　このような場合、温水タンク１０で加熱された温水が浄水器１の外部に流出されると、
使用者の安全上に問題が発生する。
【０００８】
　また、シンク台や排水口などのような排水できる設備が近くにない区域に浄水器１を設
置する場合、排水される水の水圧が弱いために、ドレン管を移動する水が、シンク台や排
水口まで到逹できないという問題点がある。
【０００９】
　また、別途のタンクや水筒６０を使用する場合には、外観が悪く、管理が容易でないと
いう短所がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記した従来技術の問題点のうち少なくとも一部を解決するために案出され
たもので、温水モジュールで加熱された水を浄水器の外部に排出できないような場所にも
設置できる浄水器を提供することを目的とする。
【００１１】
　また、本発明は、簡単な構造で加熱された水を排水させ、排水された水の管理が容易な
浄水器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
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　上記目的を達成するために、本発明は、供給された水を加熱する温水モジュールが内部
に設けられた本体と、上記温水モジュールに供給された水が加熱され、流出する水又は蒸
気の移動経路を与える加熱管と、上記本体に取り付けられ、上記加熱管から流出する水又
は蒸気を一時的に貯蔵する貯蔵手段とを含む浄水器を提供する。
【００１３】
　一実施例における上記貯蔵手段は、上記加熱管から流出する水又は蒸気を貯蔵できる内
部空間が形成された貯蔵部と、上記本体の内部に位置し、上記加熱管と連通し、上記加熱
管から流出する水又は蒸気を上記貯蔵部に導くように上記貯蔵部に連通された流通部とを
含んでいる。
【００１４】
　また、一実施例における上記流通部は、上記本体の内部に引出／引込自在に構成され、
上記貯蔵部は、上記流通部を介して上記本体に取り付けられる。
【００１５】
　上記流通部の底面は、上記貯蔵部側に下向きに傾き、上記流通部の側壁は、上記貯蔵部
の側壁より高く形成されることが好ましい。
【００１６】
　一方、一実施例における浄水器は、上記本体の外側に設けられ、温水が抽出される取水
部をさらに含み、上記貯蔵部は、上記本体の外側の上記取水部の下方に配置され、取水時
にこぼれる水を一時的に貯蔵するトレイを含んでいる。
【００１７】
　ここで、上記流通部は、上記トレイの一側に突出して形成されてもよい。
【００１８】
　一方、上記温水モジュールは、供給された水を内部空間に貯蔵して、加熱する温水タン
クを含んでもよく、瞬間加熱装置で構成されてもよい。
【００１９】
　また、他の一実施例における上記貯蔵手段は、上記本体の内部に設けたタンク部材を含
む。
【００２０】
　上記タンク部材は、上記本体の一側で引出／引込自在に構成することができる。
【００２１】
　また、上記タンク部材には、貯蔵された水の水位を上記本体の外部で確認できるように
表示する水位表示部が設けられる。
【発明の効果】
【００２２】
　このような構成を有する本発明によると、温水モジュールで加熱された水を本体の内部
で排水できるため、排水される水を貯蔵する別途の装置を必要とせず、浄水器の設置が簡
単で、加熱された水を処理する排水施設がない場所にも設置することができ、設置場所に
制約がないという効果が得られる。
【００２３】
　また、本発明によると、浄水器のトレイに加熱された水が貯蔵されるため、浄水器の管
理が容易であるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】温水タンクの構成を示す概路図である。
【図２】従来の浄水器の加熱された水の排水構造を概略的に示した斜視図である。
【図３】本発明の一実施例による浄水器本体の上部を開放した概略的な斜視図である。
【図４】図３に示された浄水器の平面図である。
【図５】図３に示された浄水器の底面図である。
【図６】図３に示された浄水器に取り付けられた貯蔵手段の斜視図である。
【図７】図３に示された浄水器に取り付けられた貯蔵手段の側面図である。
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【図８】本発明の他の一実施例による浄水器本体の上部を開放した斜視図である。
【図９】図８に示された浄水器の外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本明細書で使用する用語は、単に特定の実施例を説明するために使用したものであり、
本発明を限定する意図ではない。また、本明細書における単数の表現は、文脈上明白に違
う意味でない限り、複数の表現を含む。
【００２６】
　そして、本明細書における「含む」、「設ける」、「有する」などの用語は、明細書に
記載された特徴、数字、段階、動作、構成要素、部品又はこれらの組み合わせがあること
を指し示すものであって、一つ又はそれ以上の他の特徴、数字、段階、動作、構成要素、
部品又はこれらの組み合わせ又は付加可能性を排除するものではないと理解すべきである
。
【００２７】
　以下、添付の図面を参考し、本発明の好ましい実施例について説明する。
【００２８】
　まず、図３～図５を参照し、本発明の一実施例による浄水器について説明する。ここで
、図３は本発明の一実施例による浄水器本体の上部が開放された概略的な斜視図であり、
図４は平面図あり、図５は底面図である。
【００２９】
　図３～図５に示すように、本発明の一実施例による浄水器１００は、本体１１０と、取
水部１４０と、加熱管１５０と、貯蔵手段１６０とを含む。
【００３０】
　上記本体１１０の内部には、水を貯蔵し加熱する温水モジュール１２０が設けられてい
る。
【００３１】
　図３～図９に示された実施例における温水モジュール１２０は、供給された水を内部空
間に貯蔵して加熱する温水タンクで構成することができる。ここで、温水モジュール１２
０に採用される温水タンクには、原水圧により温水を排出する直水式温水タンクと、タン
ク圧により温水を排出するタンク式温水タンクに貯蔵した水を加熱する多様なタイプの温
水タンクがある。
【００３２】
　そして、図示しなかったが、他の実施例において、温水モジュール１２０は水を貯蔵せ
ず、流れる水を加熱して温水にする瞬間加熱装置（図示略）で構成されてもよい。
【００３３】
　一方、本発明の実施例による浄水器１００における本体１１０は、後述する取水部１４
０を設けた前面が湾曲した形態であるが、これは実施例に過ぎず、本体１１０は特定の形
態に制限されない。
【００３４】
　そして、温水モジュール１２０は内部に水を収容することができ、加熱手段（図示略）
により収容された水を加熱することができる。このように温水モジュール１２０で加熱さ
れた水は、温水供給路１３０を通じて浄水器１００の取水部１４０に流れ、使用者に供給
される。但し、図３及び図４には、温水供給路１３０の具体的な連結構成を示さなかった
。
【００３５】
　また、上記取水部１４０は、本体１１０の外側に設けられ、温水、冷水及び浄水を選択
的に抽出できるように構成されている。取水部１４０は、一般的に浄水器１００の前面に
取り付けられる蛇口又はコック弁で構成することができる。
【００３６】
　一実施例における取水部１４０は、図３に示すように異なる温度の水がそれぞれ流通で
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きる複数の流路（図示略）に連結された一つの蛇口で構成してもよいが、これに限定され
ず、使用者に水を供給できる多様な構成を採用することができる。
【００３７】
　また、上記加熱管１５０は、温水モジュール１２０に収容された水が加熱され、流出す
る水又は蒸気の移動経路を与えることができる。
【００３８】
　即ち、温水モジュール１２０に収容された水が加熱されると、温水モジュール１２０の
内部圧力により、微量の水や蒸気が温水供給路１３０に逆流することがあるが、これを防
止するために、温水モジュール１２０の上部には加熱された水や蒸気が温水モジュール１
２０の外部に流出するための加熱管１５０を設けることができる。
【００３９】
　そして、上述のように、本発明の他の実施例において、上記温水モジュール１２０が瞬
間加熱装置で構成される場合、加熱管１５０は、瞬間加熱装置の本体又は瞬間加熱装置の
出水管に連結されるので、瞬間加熱装置で加熱された蒸気が流通する流路を構成すること
ができる。
【００４０】
　一方、上記貯蔵手段１６０は、本体１１０に取り付けられ、加熱管１５０から流出する
水又は蒸気を一時的に貯蔵することができる。即ち、加熱管１５０は、本体１１０の内部
で貯蔵手段１６０に連結され、水又は蒸気を排出できるように構成される。
【００４１】
　一実施例における貯蔵手段１６０は、貯蔵部１６２及び流通部１６４を含む構成とする
ことができる。
【００４２】
　ここで、上記貯蔵部１６２は、加熱管１５０から流出する水又は蒸気を貯蔵する内部空
間を有する。
【００４３】
　また、上記流通部１６４は、本体１１０の内部に位置し、加熱管１５０に連通し、加熱
管１５０から流出する水又は蒸気を貯蔵部１６２に導くように貯蔵部１６２に連通する。
【００４４】
　一方、図３～図７に示された本発明の一実施例における上記貯蔵部１６２は、本体１１
０の外側の取水部１４０の下方に配置され、取水時にこぼれる水を一時的に貯蔵すること
ができるトレイ（tray）で構成してもよい。
【００４５】
　以下では、このような一実施例により、貯蔵部１６２がトレイで構成された実施例を説
明する。但し、本発明の一実施例による浄水器１００は、貯蔵手段１６０の貯蔵部１６２
がトレイで構成されることに限定されず、貯蔵手段１６０がトレイと区別される独立した
部品で構成されてもよい。
【００４６】
　一方、図３～図７に示されたように、貯蔵手段１６０の貯蔵部１６２がトレイで構成さ
れた場合、上記流通部１６４はトレイの一側に突出して形成することができる。
【００４７】
　また、貯蔵手段１６０は、本体１１０の前面で着脱自在に構成されてよい。そして、本
発明の実施例による浄水器１００において、貯蔵部１６２として構成されたトレイは外観
が円形となっているが、この形状に限定されない。
【００４８】
　また、上記流通部１６４は、本体１１０の内部で加熱管１５０と連通され、かつ、貯蔵
部１６２と連通する。即ち、流通部１６４は、図３及び図４に示すように貯蔵部１６２の
本体１１０との結合部側に設けてもよく、内部に水が流通する流路を形成している。また
、流通部１６４の流路は、流通する水が貯蔵部１６２に移動できるように貯蔵部１６２に
連通させてもよい。
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【００４９】
　一実施例において、本体１１０に貯蔵手段１６０が取り付けられると、貯蔵手段１６０
の流通部１６４は、本体１１０の内部に引き込むことができる。また、流通部１６４の上
部には、水が流通できる流入口１６５が形成されており、温水モジュール１２０に連結さ
れる加熱管１５０の末端は、流入口１６５の上部に位置する。
【００５０】
　一実施例において、加熱管１５０の末端は、本体１１０の内部で位置が固定されていて
もよく、貯蔵手段１６０が本体１１０に取り付けられるとき、流通部１６４は、加熱管１
５０の末端の下部に位置するように構成され、加熱管１５０に連通する。ここで、連通と
は、加熱管１５０から流通部１６４に水が流通することを意味する。
【００５１】
　一方、図示しなかったが、他の一実施例において、本体１１０の内側には、流通部１６
４が連結される結合ボックスを形成してもよい。また、結合ボックスの上部には、加熱管
１５０を連結するノズルを設けることができる。このような構成では、貯蔵手段１６０が
本体１１０に取り付けられるとき、流通部１６４は、結合ボックスに挿入され、ノズルを
介して加熱管１５０と連通する。
【００５２】
　また、一実施例における流通部１６４は、本体１１０に強固に引込結合されてよく、貯
蔵手段１６０は、流通部１６４を介して本体１１０に取り付けられる。そのために、流通
部１６４の下端には、図５に示すように貯蔵部１６２の底部から延長される固定プレート
部１６６が、流通部１６４の周囲に沿って形成される。このような固定プレート部１６６
は、本体１１０の底面に形成されたガイドレール１１２に結合する。
【００５３】
　このような構成を有する本発明の一実施例による浄水器１００において、温水モジュー
ル１２０に収容された水が加熱され、流出する水又は蒸気は、加熱管１５０に沿って移動
することができ、蒸気は加熱管１５０で冷却されて水に変換される。ここで、加熱管１５
０は、本体１１０に取り付けられた貯蔵手段１６０の方向に下向きに傾いて延長された構
造で構成されている。
【００５４】
　このような加熱管１５０に沿って移動した水は、貯蔵手段１６０の流通部１６４に形成
された流入口１６５を通じて流通部１６４に移動し、流通部１６４と連通された貯蔵部１
６２に移動する。
【００５５】
　次に、図６及び図７を参照し、本発明の一実施例による浄水器に取り付けられる貯蔵手
段１６０についてより詳しく説明する。ここで、図６は貯蔵手段１６０の斜視図であり、
図７は側面図である。
【００５６】
　図６及び図７に示すように、本発明の一実施例による浄水器１００に取り付けられる貯
蔵手段１６０において、流通部１６４に流入された水が貯蔵部１６２に円滑に流通するよ
うに、流通部１６４の底面は、貯蔵部１６２側に下向きに傾くように形成される。
【００５７】
　また、このように流通部１６４の底面が傾いて形成された構造により、加熱管１５０か
ら貯蔵部１６２に流れる水が、本体１１０の内部に逆流するのを防止できる。
【００５８】
　また、本発明の一実施例による浄水器１００における貯蔵部１６２は、浄水器１００の
外側の取水部１４０の下方に配置されるため、使用者が水位を確認することができ、水が
溢れる場合にも、浄水器１００の本体１１０の外部に溢れるため、問題ない。水が流通部
１６４で本体１１０の内部に溢れる場合は、浄水器１００の内部に設けられた部品に水が
流入して機械故障、細菌繁殖などの問題が発生することがある。
【００５９】
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　これを防止するため、一実施例において、流通部１６４の側壁は、貯蔵部１６２の側壁
より高く形成することができる。この構成は、貯蔵部１６２の水が溢れる場合、流通部１
６４の周囲、即ち、本体１１０の内部に水が溢れることを防止できる。
【００６０】
　次に、図８及び図９を参照し、本発明の他の一実施例による浄水器について説明する。
ここで、図８は本発明の他の一実施例による本体の上部が開放された斜視図であり、図９
はタンク部材が分離された分解斜視図である。
【００６１】
　図８及び図９に示すように、本発明の他の一実施例による浄水器１００’における貯蔵
手段は、本体１１０の内部に設けられるタンク部材１７０で構成することができる。
【００６２】
　ここで、本体１１０、温水モジュール１２０及び取水部１４０は、図３～図５を参照し
て説明した内容と実質的に同一であり、取水部１４０の下部に、一般的に浄水器１００に
設けたトレイ１８０を配置することができる。
【００６３】
　上記タンク部材１７０は、本体１１０の内部で加熱管１５０に連結されて加熱管１５０
から流出する水を貯蔵することができる。
【００６４】
　他の一実施例において、温水モジュール１２０から出て加熱管１５０に移動する水が、
タンク部材１７０に円滑に移動できるようにタンク部材１７０の高さは温水モジュール１
２０より低く構成することができる。
【００６５】
　また、タンク部材１７０は、図９に示されたように本体１１０の一側で引出／引込自在
に構成することができる。使用者はタンク部材１７０に貯蔵された水を処理するためにタ
ンク部材１７０を本体１１０から引き出すことができる。
【００６６】
　このような構成のため、他の一実施例において、加熱管１５０の末端は本体１１０の内
部で一定位置に固定されてよく、タンク部材１７０が本体１１０に完全に引き込まれると
、タンク部材１７０の上端に形成された流通口１７２は加熱管１５０の末端の下部に近接
して配置することができる。
【００６７】
　これにより、加熱管１５０から流出する水は、流通口１７２を通じてタンク部材１７０
の内部に貯蔵することができる。
【００６８】
　また、他の一実施例におけるタンク部材１７０は、本体１１０に引き込まれる場合、本
体１１０の一部を含むように構成されてよく、外側には容易に引出／引込ができるように
取っ手１７４を設けることができる。
【００６９】
　一方、タンク部材１７０には、貯蔵された水の水位が本体１１０の外部で確認できるよ
うに表示する水位表示部１７６を設けてもよい。使用者は、水位表示部１７６によりタン
ク部材１７０に貯蔵された水の処理時期が分かる。
【００７０】
　図９に示された実施例において、水位表示部１７６は、タンク部材１７０の内部に収容
される水の水位を肉眼で識別できるように、タンク部材１７０を透明材質で構成してもよ
いが、これに限定されず、タンク部材１７０に収容された水の水位を検知し表示する電子
式装置を設けてもよい。
【００７１】
　本発明は、特定の実施例に関して図示し説明したが、当業界において通常の知識を有す
る者であれば、添付の特許請求の範囲に記載された本発明の思想及び領域から外れない範
囲内で本発明を多様に修正及び変更できることは自明である。
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【符号の説明】
【００７２】
１００、１００’　浄水器
１１０　本体
１１２　ガイドレール
１２０　温水モジュール
１３０　温水供給路
１４０　取水部
１５０　加熱管
１６０　貯蔵手段
１６２　貯蔵部
１６４　流通部
１６５　流入口
１６６　固定プレート部
１７０　タンク部材
１７２　流通口
１７４　取っ手
１７６　水位表示部

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図７】
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